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1　はじめに

遠藤敦司（以下、遠藤主宰）は、現在「前橋朗
読研究会（BREATH）」の他、群馬県内に「ぐんま
朗読塾」（以下、朗読塾）として 4 か所（前橋塾・
伊勢崎塾・太田塾・桐生塾）で朗読塾を開き、指導
に当たっている。筆者は、「桐生塾」で 5 ・ 6 人の
塾生とともに、遠藤主宰から個人指導を受けている。
2003年より指導を受け始めて13年が経つ。

本稿は、筆者が参加してきた体験に基づいて、「ぐ
んま朗読塾」の朗読指導の本質、根底にあるものを

明確化し、それをどのように小・中学校の音読・朗
読指導に生かしていくかということを問題とする。

本稿では、まず「ぐんま朗読塾」で行われている
朗読指導について紹介する。次に、遠藤主宰の指導
の特長である「言葉の流れ」「言葉のまとまり」を重
視した朗読の方法について三好達治の詩を通して具
体的に紹介する。長くラジオドラマ制作に関わって
きた遠藤主宰は、音のみの世界における表現を追究
してきた。本稿で紹介する朗読法は、遠藤主宰の独
自の方法であり、紹介する価値があると考えている。

続いて、筆者自身の朗読塾生体験に基づいて、筆
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者が実施した教師対象の朗読指導の実際を紹介す
る。ここでは、周辺言語を自在に操れるようにする
ことで、朗読力のみならず教師の話力の向上に資す
るという可能性を示す。最後に、朗読を実技系の国
語と位置づけ、小・中学校における音読・朗読指導
の在り方を考察する。

2　「ぐんま朗読塾」の実際

⑴ 朗読塾での朗読指導

まず、朗読塾における朗読指導の実際について述
べる。

筆者の通う桐生塾は、毎月 1 回、午後 1 時半から
4 時半ごろまで約 3 時間行われる。前半・後半の 2
部構成で、前半は詩の朗読、後半は散文の朗読を行
う。詩の朗読は、次のように行われる。まず、遠藤
主宰が模範の読み方を示す。内容の概略を説明し、
再度朗読模範を示しながら、「言葉のまとまり」を示
していく。その際、「･･････、テン（読点のこと）」、「･･････、
テン、呼吸」と言って、区切る場所を指示する。「呼
吸」の場所が意味の切れ目であり、そこまで一息で
読むよう指示する。一息で読む際、言葉が揺れない
ようにと注意する。また、高く読む所、低く読む所
等の指示も行う。その後、個別指導となる。一人ず
つ朗読させ、読み方が指示の通りでない場合、その
都度、遠藤主宰の指導が入る。一通り終了すると、
二回目のまとめ読みを行う。二回目は、ほとんど介
入指導はなく、一編の詩を最後まで朗読させる。散
文も同様である。遠藤主宰が模範を示し、読み方を
指示し、塾生に一人ずつ読ませていく。

筆者は今までに何度も、そして今も「読むのが速
すぎる」「鼻で一杯に吸って一瞬止めて、そこから
位置を定めて声を出す」「一音一音の裏にある母音
を意識して」「口形を大事に」「（音節の頭が強いから）
揺れる」等々の指導を受けている。

前橋は単独で、太田・伊勢崎・桐生は合同で、そ
れぞれ毎年一回、朗読発表会を開催している。この
発表会に向けて、取り上げる詩人や散文を選び、月
例会で練習を重ねている。

発表会に足を運ぶ方は、文字資料を持っていない。

だから、普段の練習も、文字資料を持っていない相
手に、どんな風に読めば分かり易いか、聞き取り易
いか、加えて気持ちよく聞いてもらえるか、というこ
とを考える。朗読に相手意識や表現意識が要求され
るという必然性は、ここにあるといってよい。

次の節では、遠藤主宰の特長的な練習方法を紹
介する。
⑵ 「ぐんま朗読塾」の特長

遠藤主宰に次の発言がある。「では、その区分けを
なぜするのか？　それは文章・文脈の区切りの到達
点を定め、そこまでは乱れることなく言葉の流れが、
一直線に行き着く必要性があるからだ。つまり聞き手
の集中力をそらさず、逃さず、次の文脈へ連れてい
くためのものである」⑴。どこで区切るか、どこまで読
むか、ということは、文章・文脈の内容による。一続
きに読む必然性がある。それが、聞き手の集中を維
持する、というのである。また、意味のまとまりを一
まとまりとして読むことが、文字資料を持たない聞き
手にとって分かり易い、ということもあるようだ。

この観点から、遠藤主宰は、読点をどこに打つか
ということを重視する。耳で聞いて分かり易い一続
きを求めて読点を打つ。読点と句点で、呼吸の位置
を決める。呼吸から呼吸までが一続きの読み方とな
るわけである。「作者の読点と、朗読の場合の読点
は違う」とよく言われるが、どこで区切るかというこ
とは、朗読上極めて重要な問題である。

朗読塾では、散文の場合のみならず、詩の場合にも、
この読点の打ち方を行っている。詩を朗読する場合、
作者の書いたとおりに区切るのが普通である。つまり、
詩の場合、一行一行をその通り読むのである。しかし、
朗読塾では、「言葉のまとまり」で改行を試みている。
筆者は、ここに朗読塾の特長があると考えている。

三好達治の「雪」（2011年 1 月例会）及び「桐の花」
（2011年 8 月例会）を通して具体的に述べよう。

「雪」の原詩は次のように 2 行で書かれている。

　雪
太郎を眠らせ、太郎の屋根に雪降りつむ
次郎を眠らせ、次郎の屋根に雪降りつむ。

（テキストの岩波文庫⑵には、1 行目末に句点がない）
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この詩の静謐・典雅な趣は、文字言語の端正な二
行に言い尽くされている。文字言語ではこの書き方
以外にはないだろう。

一方、朗読する場合はどうだろうか。勿論、この
まま音声化して読んでもよい。しかし、次のように
も読めるのではなかろうか。遠藤主宰は、次の区切
り方を示した。

　雪
太郎を眠らせ
太郎の屋根に雪降りつむ次郎を眠らせ
次郎の屋根に雪降りつむ

原詩は二行であったものを三行で読む。二行目は
「降りつむ」で間を空けずに「次郎を眠らせ」と続け
るのである。因みに、筆者は東京国語教育探究の会

（2012. 7 月例会）で、この詩を 2 つの読み方で読ん
でみた。原詩の区切り方と、朗読塾の区切り方とでは、
どちらが聞き易いか、分かり易いか尋ねてみた。 2
つの読み方は、ほぼ半々に意見が分かれた。このこ
とは、朗読塾の区切り方もあり得る、ということであ
ると感じた。散文において読点の位置を変更させる
ことはある。それは承知していた。しかし、詩の場
合にも読点の位置を変更することがあるということ
を初めて納得した。読点の位置を変更するというよ
りも、むしろ改行の場所を変えているというべきで
ある。

もう一つ、「桐の花」（三好達治）を紹介しよう。
原詩は、以下の通り10行である。

　桐の花
夢よりもふとはかなげに
桐の花枝をはなれて
ゆるやかに舞ひつつ落ちぬ
二つ三つ四つ
幸あるは風に吹かれて
おん肩にさやりて落ちぬ
色も香もたふとき花の
ねたましやその桐の花
昼ふかき土の上より
おん手の上にひろはれぬ

これを朗読するとき、遠藤主宰は「文字の配列に
ごまかされない」として、次の 7 行に改行した。

　桐の花
夢よりもふとはかなげに桐の花
枝をはなれてゆるやかに舞ひつつ落ちぬ
二つ三つ四つ
幸あるは風に吹かれておん肩にさやりて落ちぬ
色も香もたふとき花のねたましやその桐の花
昼ふかき土の上より
おん手の上にひろはれぬ

文字資料を持っていない聞き手に対しては、この
ように区切った方が聞き易く、分かり易いだろうとい
う配慮である。朗読の際の声の明瞭・明確さ、音の
高低、強弱等への配慮は知識としてもっていたが、
こうした区切り方については、筆者には新たな知識
であり新鮮な体験であった。いままで詩における改
行を無視したことはなかった。到達点を定め、そこ
まで一直線に読む。そうすることが、聞き手にとっ
て分かり易く聞き易く、聞き手を集中させる読み方
になるということを学んだのである。

3　朗読塾での学びから見えてくるもの

⑴ 小学校国語教科書の音読・朗読

朗読塾で学んだことを端的に言えば、「意味のま
とまり」「文意文脈」という観点である。この観点で
小学校国語教科書をみると、いくつか気になる点が
見えてくる。

その一点目は、「分かち書き」の音声化の問題で
ある。

教科書は、言うまでもなく文字言語の教材である。
低学年では「分かち書き」で書かれている。平仮名
ばかりでは読みづらいし、意味が取りづらいからで
ある。「分かち書き」は文字言語における配慮であ
るが、これを音声化するときに、どの程度「語のま
とまり」に気を付けて音読しているだろうか。小学
校学習指導要領では、「語のまとまり」に気を付け
て読むことが求められるているが、実際は、無意識
のうちに語のまとまりをとらえ、感覚で意味のまとま
りを作って読んでしまっているのではないだろうか。
だから、その時々の都合で区切る場所が変わってし
まうという実態があるのではないだろうか。
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二点目は、詩の改行の問題である。
中学年の、教育出版（ 3 下）に岡山孝介氏の詩「い

たそうね」がある。「ぼくが　くりのいがを／手でもっ
たら　とても／いたかったよって／ママに話したら

（以下略、「／」は改行位置）」とあるが、「くりのい
がを」と「手でもったら」、「とても」と「いたかっ
たよって」が分断されている。ここは、「くりのいが
を手でもったら」「とてもいたかったよって」と一行
に読んだ方が分かり易いだろう。

教室では、全員が教科書を持っている。だからど
んな風に読んでも内容は伝わる。しかし、もし文字
資料を持っていない相手に、この詩を文字言語の通
り読んだらどうだろうか。まず、ぶつ切れの感じが
するのではなかろうか。朗読発表会で、詩の朗読が、
次から次へ延々とぶつ切れの詩の朗読が行われて
は、お客は聞き疲れてしまうだろう。

三点目は、短歌の切り方の問題である。
4 年生に短歌が登場するが、短歌の読み方も気

になるところである。言葉のまとまりを無視して、上
の句下の句で読ませていないだろうか。文意を無視
して一律に三句切れにするのは間違いである。それ
では聞き手に情景を伝えることはできないであろう。

以上のことは、指導する教師が「文意文脈」「言
葉のまとまり」という観点をもっていないために起こ
る問題といえよう。
⑵ 実技系国語としての朗読

先述したように、13年間朗読塾に通っても、いま
だに遠藤主宰からダメ出しが出る。朗読は、実感と
してなかなか上達しない。朗読は、書写・書道と同
様に実技系の国語であるからかもしれない。こうし
た実技系の国語は、読み方のコツや上手くなる観点
について理解させる必要がある。

ここで一つ注意しておきたいことがある。小学校
では、一般的に児童に音読をさせるとき「大きな声で」

「しっかりした声で」「正しい発音で」「はっきりと」
等の指導がなされる。筆者もそういう指導をしてき
た。しかし、よく考えれば、これは読み方の指導で
はないことに気づく。たとえてみれば、毛筆の授業
で「太くかすれないように書く」という指導と同じよ

うなものである。「太くかすれないように」墨をたっ
ぷりつけて書くわけであるが、墨をつけるというのは、 
上手な字の書き方のコツではなかろう。「大きな声で」

「はっきりと」という指導は、墨をたっぷりつけてと
いう指導と同様、読み方のコツを教えていない。

大きな声で明瞭に読んでも、読み方は上手になっ
ていない。丁寧に読んでも、読み方は変わらないの
である。下手な字は丁寧に書いても、下手なままで
あるのと同様である。上手な字を書くコツを教えな
いと、字は上手にならない。明瞭・明確な発音とい
うのは、朗読の仕方をいっている訳ではなく、発音
や発声の努力点である。勿論、モゴモゴ読まれるよ
りは、はっきり読まれる方が分かり易いに決まって
いる。それはそれでいい。しかし、読み方を指導し
ているわけではないことに注意すべきである。

教室では、子どもたちは全員が教科書という文字
資料を持っている。だから、どんな風に読んでも意
味は伝わる。ここでは、聞こえない、聞き取れない
という発音の明瞭さや声の大小が問題となる。どこ
で区切るか、どう読めば上手に読めるか、という読
み方を上達させるという発想が出づらい状況である
ことに気づく。文字資料を持っていない相手、とい
う状況を設定することで初めて音読・朗読力の向上
が期待できると考えられる。

朗読と書写、両者は実技系の国語である。個人技
を伸ばすには、膨大な時間がかかる。したがって、
すぐに出来ることは、上達のコツ、上手に読むため
の観点を教えることだと考えられる。

書写の指導は、なぞりや視写から入る。朗読も教
師の読み方をまねする「追いかけ読み」から入るの
が有効かもしれない。その際、単に「追いかけ読み」
をさせるのではなく、周辺言語の存在を明らかにし、
自覚させることが重要である。それが、上達のコツ
を教えることであると考えている。
⑶ 周辺言語への着目

「周辺言語の存在を明らかにし、自覚させることが
重要」と述べた。このことについて説明を加える。

話し言葉（音声言語）では、「語尾・語調・高低・
速さ・間・声質・沈黙・抑揚・音量」などによって、
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意味や情報が付け加わる。聞き手の受け取り方に差
が出る。聞き易い、聞きづらいという現象が起こる。
この現象を生み出す要素を「周辺言語」という。た
とえば、「わたしはあなたが大嫌いなの」という文字
言語を次の二通りで音声化してみよう。Ａ（後半を「大
嫌いなのっ！」と、大きく言う）場合と、Ｂ（全体を
低く、淡々と言う）場合である。文字言語としては
同じである。しかし、音声化の仕方、すなわち「言
い方」「読み方」によってずいぶん違ったものに聞こ
えてくる。このＡ・Ｂを中学1年生に聞き比べてもらっ
たことがある⑶。生徒は、「Ａは、迫力がある。けん
かしているからＡの方が嫌っている」「Ａは、怒って
いるがまだ相手にしてもらっているだけ嫌われ方が
少ない。Ｂは、相手にしたくもないという感じ」とい
う意見が出た。これは、音声化の方法によってずい
ぶん伝わり方に差が出る、ということである。繰り
返すが、伝わり方の差を生み出す要素が周辺言語で
ある。したがって、この周辺言語を朗読技術として
獲得することが上達のコツといってよい。

さらに、筆者の体験として、周辺言語を意識して
使うことで、特に公の場面での話し方がずいぶん上
達したと思うに至った。間の取り方が身についてき
たと感じるのはその一例である。

つまり、音読・朗読の練習に際して、周辺言語を
身につけるように仕組む。そして、まず、音読・朗
読力の向上を目指す。さらに、日常生活の自分自身
の話す力の向上を目指す。周辺言語に視点を当てる
ことで、以上の関連が見えてきたのである。これを
具体化した指導の実際について、以下に紹介しよう。

４　周辺言語に視点を当てた音読・朗読指導

⑴ 筆者の音読・朗読指導の目標

「ぐんま朗読塾」で学び始めたころは、純粋に音読・
朗読の技術の向上そのものを目的としていた。しか
し、現在は、音読・朗読力の向上もさることながら
その先にあるもの、われわれの公的場面での話す力
の向上、朗読する者の話力の向上を目的としている。
それは、文字言語と音声言語をつなぐ周辺言語に着
目することで可能になると考えている。

先にも述べたが、周辺言語というのは、「声の高低・
遅速・間・声質・抑揚」など、「声の表情」⑷のこと
である。音読・朗読に際して、取り分け重要だと考
える周辺言語を筆者は次の四つに絞った。「声の明
瞭さ、話す速さ、声の高さ、間」である。これらは、
朗読塾で繰り返し指導されてきたものである。加え
て「一息のコントロール」という観点を入れ、これ
らを朗読上達の五つの観点とした。

筆者が、教師対象の朗読指導を実施するように
なったのは、2005年からであるが、周辺言語に視点
を当てることを明示するようになったのは、2012年
4 月の東京国語教育探究の会の月例会からである。
以後、毎月の定例会で朗読教室を行ってきた。2013
年からは、群馬・国語教育を語る会でも月例会で朗
読教室を担当するようになった。

ここでは、表 1 のように、朗読練習の目標として
周辺言語を掲げた。まず、「声を自分のコントロール
下に置くこと」という目標を立てた。別の言い方と
して「周辺言語を自在に操れるようにすること」と
する時もあった。具体目標では、先述した五観点「明
瞭・明確な発音、一息のコントロール、速さのコン
トロール、高低のコントロール、間をとること」と明
示し、これらの周辺言語を獲得すべき朗読技術とし
た。また、このように具体目標を設定することは、
朗読練習の観点を示すことでもある。朗読練習の観
点を知ることが、後々の参加者の朗読力を高めてい
くと考えている。

最終的には教師の話力を鍛えるという目的のため

【表１】朗読練習の目標

【目標】 声を自分のコントロール下に置くこと
　　　（周辺言語を自在に操れるようにすること）

【具体目標】
①明瞭・明確な発音（一音一音明瞭・明確に）
②一息のコントロール（読点まで、句点までを

一続きに）
③速さのコントロール（速く読む、ゆっくり読

む、を読み分けて）
④高低のコントロール（高い声から出発。高く、

低く、を意識して）
⑤間をしっかり取る（聞き手が理解する時間を

保障。呼吸をしっかり）
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に、練習の内容は、可能な限り実技を入れることに
した。筆者の朗読を聞いてもらうだけでは、自身の
音読・朗読力が向上しないということが指導の経験
から分かったからである。筆者がまず読んで、続い
て参加者に復唱してもらうという「追いかけ読み」
の練習が中心となった。書写のなぞりや視写のイメー
ジで練習内容を組み立てたのである。
⑵ 筆者の朗読指導の実際

ここで、現時点における筆者の指導がどういうも
のであるかを具体的に示しておく。

2014年 8 月に愛媛県宇和島市で行った教師対象
の朗読講座を、松澤正仁氏とそのグループで録画し、
文字に起こした記録がある⑸。｢子供が喜ぶ怖い話」
と題して行った朗読講座である。松澤氏の許可を得
て以下に引用する。

基本は「追いかけ読み（以下、追い読み）」で行う。
まず、①「目標」を読んで確認する。次に、②「子
どもが喜ぶ怖い話」（「メリーさんの電話」⑹に基づ
いて筆者が手を加えた資料）を読む。最後に③個人
で読む、という具合に進めている。■は、引用部分に、
筆者が新たに書き入れたコメントである。

 一　朗読の基本
この朗読教室の目標を「声を自分のコントロー

ル下に置くこと」にしたいと思います。今の自分
より一ランク上の読み方を目指します。では、言っ
てみましょう。
「声を自分のコントロール下に置くこと」、はい。
（生徒役が復唱）

■表１で示した「目標」を、まず筆者が読み、続
けて参加の教師が全員で読む。実技を重視し、
所謂「追い読み」で行う。以下同様に進める。
今、「声を、」と「を」で切った人や、「声を自

分のコントロール下に、」で切った人がいますね。
■指摘部分で、わずかな休止を入れた方がいる。

そうではなくて、「自分のコントロール下」って
ことは、この場合、途中で切らずに最後まで一続
きに行くんです。そうしないと、その都度、その
時の自分の気分や生理的な都合で読み方が変わっ
てしまいます。それは「コントロール下」に置い
てないですね。読点がないのですから最後まで切
らずにいきましょう。そこを意識して読みましょう。
 「声を自分のコントロール下に置くこと」、はい（復
唱）

大丈夫ですか。「声を」で切りませんでしたか。

■生理的な都合で切らないこと。普段われわれ
は、無意識に勝手に読んでいる。そのことは指摘
されないと分からない。途中で、何回も、大目標「声
を自分のコントロール下に置くこと」についての
解説を入れて、意識付けをしながら実技練習を
行った。一息のコントロールという観点をもって
もらうためである。

二　具体目標①②
具体的な目標です。「明瞭・明確な発音」（復唱）

「一音一音、明瞭・明確に」（復唱）
そうです、そういうことを意識するんですね。

「一息のコントロール」（復唱）「読点まで」（復唱）
「句点までを一続きに」（復唱）
■途中で勝手に切っていないか。休止を入れてい

ないか。確認して、できていたときは評価する。
読点は、筆者の点なのですが、まずは、「読点

までは一続きに行ってみよう」「句点までは一続き
に行ってみよう」という意識で読んでみましょう。

そのうち、ここで切った方がいいな、文字資料
をもっていない人が聴く時に、ここはここで切っ
てやった方が分かりやすいだろうな、というのが
出てきます。そこは、切って読みます。読み手が
読点を打ちます。
■書かれている通りに、読点や句点を意識して読

ませる。技術は百発百中といわれる。朗読技術
の獲得を目指している。いつでも同じように読
めるようにすることがまず肝要である。

三　具体目標③④
「速さのコントロール」（復唱）「速く読む」（復唱）

「ゆっくり読む」（復唱）「を読み分けて」（復唱）
「高低のコントロール」（復唱）「高い声から出発」

（復唱）「高く」（復唱）「低くを意識して」（復唱）
高い声から出発するというのを聞いたことがあ

りますか。日本語は、そんなに高低差があるわけ
じゃないんですが、高い方から低い方へという音
の流れがあるといわれます。（板書）
■４枚のフラッシュカードを使って、説明する。
「小さな・谷川の・底を・映した」
聞いたことのある人？（やまなしと声が上がる）
そう「やまなし」ですね。山の梨ですから「や

まなし」（アクセントを示す。復唱）
「（高）底を･･･（低）映した」

■「底を」と「映した」とでは、どちらが高いか（音
程）を問う。「底を」「映した」が「高から低へ」
の関係になっていることをフラッシュカードを
ずらして視覚的に示す。以下同様に「谷川の」

「底」は、高―低という関係であることを示す。
「（高）谷川の･･･（低）底を」
「（高）小さな･･･（低）谷川の」（音の高低に配

慮しながら、文節に分けて復唱）
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そうすると、こういうふうになるんじゃないで
すか。（高低に配慮しながら）
「（高）小さな谷川の（低）底を映した」
（数回繰り返す）
自分の声を高い方から出発すると、自然に聞こ

えるんです。そんなに高低差があるわけじゃない
んですが、そこを意識しましょう。
 「小さな谷川の底を映した」（復唱）

というふうに、高い音から出発してだんだん低
くしていくということは、自分自身の高い音と低
い音を使い分けられる、ということです。「声を自
分のコントロール下に置く」のです。高い音、中
位の音、低い音を操れるということが大事です。

ここまで、いいですか。
四　具体目標⑤
「間をしっかり取る」（復唱）「聞き手が理解す

る時間を保障」（復唱）「呼吸をしっかり」（復唱）
以前、心理学の実験で、句読点を取った日本

語を聞いたことがあります。文章の中から句読点
を外して、ずっとベラベラしゃべってるんです。
これは日本語だということは分かるんです。だけ
ど、何を言ってるかわからない。これは、句点の
時の休止の時間が、聞き手が内容を理解する時間
なんですね。だから、ベラベラしゃべられると分
からない。ちゃんと間を取ってやる、間を取るこ
とが、聞き手が理解することにつながる。意識的
に間をしっかり取ることが大切です。

私は、朗読教室に通って十年になります。毎年
発表会があります。発表会には、お客さんがわざ
わざ自分のお金を払って、自分の時間を使って参
加してくれます。文字資料はもっていません。ペ
ラペラ速く朗読されると一生懸命聴かなくちゃい
けないので、すごく疲れるんです。

文字資料をもっていない人に、どういうふうに
我々が読めば、気持ちよく聞けるかと考えるのが
朗読なんですね。

今の自分の一ランク上の読み方を目指すという
ことを、今日の目標にしたいと思います。
■ここまでが、大目標と具体目標の確認である。

周辺言語の中で筆者が特に重要と考えるものを
明示し、解説し、参加の先生方に意識してもらっ
ている。

五　実践①「メリーさん」
では、「メリーさんの電話」、いきましょう。
※句読点ごとに区切って、復唱しながら読み進

める。
メリーさんという女の子がいました。ある日、

お友達の家に遊びに行くとちゅうで、とつぜん、
信号を無視して走ってきた車にはねとばされまし
た。

普通に読んでいると面白くないので、脱線しま
すよ。先生が読んでやるよ、という時、効果音を
入れるんです。ゆっくりいきます。
 「メリーさんという女の子がいました。ある日、お
友達の家に遊びに行くとちゅうで」

この「遊びに」の「あ」という音は大事にした
ほうがいいですね。（再読）
 「お友達の家に遊びに行くとちゅうで、とつぜん」。
ここでね、効果音を入れましょう。
「バーン」。はい、せーの、
（復唱）「バーン」
皆さんの教えているのは中学一年生です。もっ

ともっと大きな声でないと目立たないです。
（大音響で）「バーン！」（復唱）
いいですね。大変いいですね。

■「読み聞かせ」のときは、絵を見せているので
話者は動かない。しかし、この朗読講座では、
筆者が参加者を脅かして楽しんでいる。だから
よく動くし、声も大小強弱、様々である。自分
が楽しめるというのは、意外と重要で、その方
が練習も楽しく長続きする。

「信号を無視して走ってきた車にはねとばされ
ました。」 （復唱）
 「はねとばされる」というのは、努めて明確に。こ
ういうのは強調するんです。このようにある特定
の言葉を強調することを、プロミネンスと言います。
「はねとばされました」（復唱）
「メリーさんは、救急車で病院に運ばれました

が、まもなく死亡しました。メリーさんをはねた車
は、そのまま走りさりました。運転をしていたのは、
マンションの四階に住んでいる若い男でした」

この話、皆さん、ご存知ですか。
死んだメリーさんが、どんどん近づいてくるん

です。マンションの外、一階、二階、三階と、だ
んだん近づいてくるんです。だから、この男が四
階に住んでいる、というのが大事なんです。「四階」
をしっかり読みましょう。
 「マンションの四階に住んでいる若い男でした」

（復唱）
 「少女をひいたあと、ずっと自宅にとじこもってい
ました。次の日の新聞に、メリーさんという少女が
ひきにげにあって死んだという記事が載りました」

よく言えましたね。この文、長いので切りましょ
う。「メリーさんという少女がひきにげにあって死
んだ」ここに読点を入れましょう。もう一回読み
ましょう。「メリーさんという少女がひきにげにあっ
て死んだ、」（復唱）
 「という記事が載りました」 （復唱）
 「という」は高く読みます。ではもう一度。（復唱）
 「犯人の男がその新聞を読み終わったとき」（復唱）
 「リリーン、リリーン」 （復唱）
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 「と」の次の読点は、外しましょう。
 「とはげしく電話がなりました。」（復唱）
 （以下、句読点ごとに復唱しながら読み進める）

ドキッとしました。受話器をとると、「（声色を
変えて）もしもし、わたし、メリーさんよ」という
女の子の声がしました。「えっ、メリーさんだって！
どこからかけているんだ」「あなたのマンションの
前の電話ボックスよ」

そう、「前の」は大事ですよね。ハッキリ読み
ます。

メリーさんと男が出てきますから、最初の一文字
でメリーさんか男か区別できるように言い分けましょ
う。文字資料があれば男女が分かりますが、文字
資料をもっていない人が聞いているのですから。
 「それだけ告げると、電話は切れてしまいました。
次の日、また電話がなりました」　

ここは、電話の音を入れましょう。
「リリーン、リリーン」（復唱）
いいですね。今、「リリーン」と鳴る電話を持っ

ている人はいないんですけれども、一応お約束で
こう入れるんですね。（笑） 　　（以下略）
■基本は「追い読み」で、筆者―参加者という

順で読み進めていく。途中、筆者が解説を入
れる。読点・句点以外での休止、不自然な語尾、
誤読の場合は、再読する。
こんな感じで練習を進めてもらえたらと思いま

す。ジャンピングストーリーといって、（大声で）
「バーン」というと、本当にびっくりしますよね。
子どもがとび上がっちゃうのです。ジャンピング
ストーリーというそうですよ。ただ、クラスによっ
ては、急に大きな声を出すと、パニックを起こし
ちゃう子がいるということですので、その辺は気
を付けてください。

ここまでいいですか。
二学期最初に、先生方も楽しんで、子供をおど

かしてやってください。
六　実践②「私と･･･」（略）
■金子みすゞの詩。教科書教材を読む。「意味の

まとまり」「声の高低」について見本を示し、
追い読みで練習する。

七　個人練習
では、そろそろ個人に読んでもらいましょうか。
今までは、全体で練習してきましたから、うま

く読めているように思うでしょう。自分ではうまく
読んでいるつもりでも、意外に人は、自分では気
づかない癖をもっています。「読み癖」です。自
分はうまく読んでるつもりなので自分では分から
ない。他人から指摘されて、初めて気付くもので
す。

ということで、自分の読み癖を知りたい、自分
で読んでみたい、という方いますか。

■「追い読み」で、指導できないことが２つある。
一つは、この個人の読み癖である。もう一つは、
間の取り方である。追い読みでは、どの程度の
休止を取るのか、体験させられないのである。

（Ａさんが詩を読む。神部先生が癖を指摘し、
復唱させながら直していく）

※「私」を高く。※「ちっとも」。副詞を大切に。 
※「速くは」の「は」、助詞に気を付けて。語尾
を上げない。※たっぷり息を吸ってから、二連の三・
四行を続けて。※「みんなちがって」の「て」が少
し長い。語尾をのばす癖がある。※そんなに強い
癖はないので、明瞭・明確な発音を心掛けましょう。
（Ｂさんに読ませる）
※切って読む癖があるので滑らかに読みましょ

う。※高い所から低い所に行くんだなという感じ
で。こんな感じで練習していくといいかなと思い
ます。（以下略）

５　受講者の感想・評価

⑴ 宇和島での受講者の感想

宇和島では、初めての朗読講座だった。朗読練習
初心者はどんな感想をもったのだろうか。同書の記
録より引用する。

◆コントロール：自分の朗読の癖を意識すること
ができた。子供に教える立場として、自身の音声
言語をコントロールし、鍛えていきたい。◆読み方：
読み方によって伝わり方の効果が変わってしまう。
そのことを教えていただいてよかった。◆実践あ
るのみ：以前、「メリーさんの電話」をお聞きした
ときは、先生の朗読のみだったが、今回は復唱に
解説付き、おまけに実際の朗読をご指名いただき、
学びが深いものになった。◆音読の癖の矯正：音
読の癖を第三者に聞いてもらって直したい。◆読
点の意味：読点の意味を全く考えないで文章を捉
えていた。子供達に対して、「読解力」等と強調
している自分を反省した。◆朗読の基本：朗読の
基本的なポイントがよく分かった。◆音読指導：
自分の読み癖に気付くことは大切だ。子供達が好
きな怖い話を是非学校でもしてみたい。子供の音
読指導をもっと工夫して力を付けていきたい。◆
始業式の話：素敵な声に引き込まれた。鍛えてい
る方の音読・朗読を聞かせて戴き、直に御指導戴
いたこと、本当に有難かった。始業式に子供達に
話すお話を練習しようと決めた。

「読み方によって伝わり方の効果が変わってしま
う」「読点の意味を全く考えないで文章を捉えてい
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た」。こうした感想から、参加した教師が、音読・朗
読の意義や必要性の理解を深めていることが分かっ
た。
⑵ ２年以上受講した教師による評価

2016年 3 月、東京国語教育探究の会の例会で、
朗読アンケートを実施した。参加者の内、 2 年以上
筆者の朗読指導を体験した教師（11名）に、表 1 で
掲げた「具体目標」を意識することや「追い読み」
の効果について実際の所、受講者としてどう感じて
いるのか尋ねた。「『明瞭・明確な発音』ということ
を意識して練習することは、音読・朗読力を向上さ
せるということに効果がある」という聞き方をし、5
段階評定（ 5 ＝大変よく当てはまる、 4 ＝まあまあ、
3 ＝少し、 2 ＝あまりあてはまらない、 1 ＝全然あ
てはまらない）で回答を求めた。その結果は以下の
通りである。
「追い読みの効果」は、4.6ポイント（評定 5（ 7 人）・
4 （ 4 人）、 3 以下は 0 人）。「明瞭・明確な発音を
意識することの有効性」も、4.6（評定 5 （ 7 人）・
4 （ 4 人））。「一息のコントロールの有効性」は、4.5

（評定 5 （ 6 人）・ 4 （ 4 人）、 3 （ 1 人））。「速さの
コントロールの有効性」も、4.5（評定 5 （ 6 人）・
4 （ 5 人））。「高低のコントロールの有効性」も、4.5

（評定 5 （ 6 人）・ 4 （ 5 人））。「間を意識することの
有効性」は、4.6（評定 5（ 7 人）・ 4（ 4 人））であっ
た。

これらの結果より、周辺言語を自覚して朗読練習
をすることの有効性が確かめられたようである。

一方、「音読・朗読の練習は、自分の話し言葉（話
す力）に影響を与えているか」という質問は、他の
項目と比較すると明らかに低く、3.2ポイントであっ
た。内訳も評定 5 （ 2 人）、 4 （ 2 人）、 3 （ 3 人）、
2 （ 4 人）と分散していた。

音読・朗読練習をある程度長くやっていても、な
かなか自分の話力が向上したとは実感しにくいらし
い。話力の向上を視野に入れての朗読練習であった
が、現時点では、話力の向上ということを確認する
ことはできなかったというべきだろう。

６　考察

以上、教師対象の朗読指導について述べてきた。
これらは成人を対象としたものであったが、朗読指
導の基本的形態はある程度見えてきたように思われ
る。ここでは、これを応用して小・中学生の音読・
朗読指導について考察する。

小学校における音読・朗読指導では、一般的に、
①大きな声で（声の大きさ）、②はっきりと（明瞭さ）
ということを目標に掲げることが多いようである。こ
れは、小学校学習指導要領〔Ａ話すこと・聞くこと〕
における低学年の指導事項「ウ姿勢や口形、声の大
きさや速さなどに注意して、はっきりした発音で話
すこと」に基づいて設定されていると考えられる。
音読・朗読は〔Ｃ読むこと〕の領域なので、本来は、
例えば〔読むこと〕の指導事項「語のまとまりに気
を付けて読む」というような文言での目標設定が望
ましいが、そのような目標設定をしている学校は少
ないようだ。目標設定に関しては、指導者の考えが
反映される場合もある。例えば、青木幹勇は、音読
指導のポイントとして、次の四つを示している⑺。「①
しっかりした声で読む。②正しい発音で読む。③ゆっ
くりしたテンポで読む。④リズムのある読み方がで
きる」である。③・④に指導者の音読観が読み取れ
よう。

また、先行する音読・朗読指導で特徴的な指導を
行ったのは、高橋俊三及び野口芳宏である。高橋は、
音読・朗読・群読と並べる。「子どもたちに、響きの
ある声を、透る声を取り戻させなければならない」⑻

という子どもの実態から出発し、群読で「声の響き
合い」を具現している。その群読指導は、平成初期
に国語教育界を席巻した。また、野口は、「小学生は、
声優やアナウンサーのような読み方を目標とする必
要はありません」とし、「教室音読」という言葉を作っ
た。野口は「明瞭な発音と張りのある声で、文脈や
文意に忠実な、オーソドックスな読み方ができれば
いい」⑼としている。音読を教室音読と限定し、小学
生に必要な指導事項を絞っているといえよう。

それらに対して、筆者が「ぐんま朗読塾」から学
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んで得た音読・朗読指導は、分かり易さ、聞き易さ
を第一義に考えた朗読指導である。どこまで一続き
に読めば聞き手にとって分かり易いかという「言葉
のまとまり」「文意文脈」を意識した指導である。ま
た、周辺言語に視点を当てた指導である。それは、
高橋の「透る声」や「声の響き合い」ということで
はなく、野口の教室音読という限定された音読指導
とも異なっている。本稿で述べたことからも明らか
なように、文字言語の音声化に際して、伝わり方に
差を生み出す周辺言語に着目し、明示している点が
特長といえる。周辺言語を意識し、自在にコントロー
ルすることによって、音読・朗読力の向上を期待す
るもので、最終的に、普段または公的場面における
話力の向上を視野に入れている点も特長といえよう。

以上を踏まえて、小・中学校における音読・朗読
指導への示唆を以下に 3 点まとめておく。

①音読・朗読指導は、音声化の方法、読み方を
指導することである。しかし、小学校では発音・発
声の指導が音読・朗読指導の中心になっている。そ
こで、周辺言語を明示し、音読・朗読の練習の際の
目標を設定するとよいのではなかろうか。すぐには
読み方が上達しなくても、練習の観点・読み方のコ
ツを与えることができると考えるからである。

②朗読は、書写のような実技系の国語であり、な
かなか上手くならない。丁寧に読んでも、下手が丁
寧になるだけである。それはちょうど、字の下手な
人が丁寧に下手な字を書いているようなものである。
実技系の国語と理解すれば、書写の指導手順が、
音読・朗読指導の参考となろう。書写では「なぞり」
や「視写」で、また、個別に朱を入れることで上手
に書くコツを教えている。筆者は、教師対象の音読・
朗読指導で、見本を真似る「追い読み」をさせ、そ
れが有効であることを確認した。したがって、指導
の中心は「追い読み（追いかけ読み）」がよいと考
えている。書写における「なぞり」や「視写」に当

たる。但し、「追い読み」では、間の取り方及び個
人の読み癖（語尾を延ばす、助詞を上げる等）を指
摘できないので、個別に指導する機会を設定する必
要がある。

③教師が、どのような音読・朗読を行うか、が重
要であることが上記①②からも明らかである。意味
のまとまりを意識し、そこまで一続きに読む。そう
いう朗読練習をし、周辺言語を自在に操れるように
する。子どもへの見本を示してやれる技能を身につ
けておく必要があろう。
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